
【森林施業特論 期末試験】 

◇ 次の文章を読み質問に答えよ。間伐前の径級構成は図のとおりとし、樹高は径級を問

わず一定であるものとする。 
 

「とうちゃんが、裏の山強めに間伐しとけイワはるさかいに、細いほうから三分の一の

木ィにテープ巻いたってﾝ。ホシタラ組合のシュウちゃんが来て、もっと太いの伐らな

共販に出せへﾝユーて、太いのから二割巻き足

してﾝ。そやけど振興局の鈴木さんが、そんな

に伐ってもたら補助金出せへﾝておこらはるさ

かい、細いほうから二割はずしたってン。うち

の間伐率いったい何ぼや？」 
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問１． 間伐率はいくらか？   

本数間伐率（  ％） 
材積間伐率（  ％） 

 
問２．この間伐は強度間伐にあたるか？ 以下から選べ。 

１．強度間伐である  ２．強度間伐ではない  ３．強度間伐かどうかを申し上げ

るつもりはない  ４．後世の歴史家の判断に委ねたい 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

第 12 回森林施業研究会シンポジウム 
「強度間伐で勝負する？」 

今回のお題は話題の強度間伐です。「やるべきだ」「やらざるを得ない」「もう少し考えよう」「やって

はいけない」といった様々な立場からの議論を、ディベート形式をとりながら深めたいと思います。 

 
 趣旨説明              代表：鈴木和次郎 
 1. 強度間伐は難しい（技術論として）        岐阜県森林研究所・横井秀一 
 2. 強度間伐はできる（技術論として）          琉球大学農学部・谷口真吾 
 3. 強度間伐は問題だ（政策・経営論として）  

     森林総合研究所研関西支所・大住克博 
 4. 強度間伐でいこう（政策・経営論として）   山口県林業指導センター・山田隆信 

＊ ４月３日の夜に懇親会を予定しています。参加歓迎。夕刻造林生態分科会場付近に集合ください。  

４月４日
（水） 9：00～12：00 

理学部2号館K会場
まだ林学をやっている 

森林施業研究会



【全面広告】

施業研究会の新刊!  
10 年余の■■を集大成！ あの■論が一冊に！ 
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22 世紀を展望する森林管理 
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